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各種加硫促進剤の効果について (6)

スルフェンアミド系促進剤の品質〔 1〕

スルフェンアミド系加硫促進剤はノクセラー CZ,MS

Aで代表され，スコーチ安定性が高く，かつ高引張特性

の加硫ゴムを与える特徴をもつことから，主にタイヤ，

工業部品等に使用されている，

このノクセラー CZ,MSAについては， NR,SBR, IR 

ゃEPDMにおける検討，および射出成形，有効加硫方

式への応用等を既に紹介したり

このノクセラー CZ,MSAを含めたスルフェンアミド

系促進剤の熱安定性についても既に紹介した2)が，チア

ゾール系，およびチウラム系等の促進剤に比べてやや不

安定性があることから，これらのスルフェンアミド系促

進剤は品質特性によって問題を起こす場合がある。この

ことから， ノクセラー CZ,MSA-Fの品質特性である融

点，灰分および水分のうち，融点と水分が下記の弊社

規格に対する合，不合格による加硫挙動への影響につい

ての実験結果を今回紹介する，

ノクセラー CZの性状 ノクセラー MSAの性状

（弊社規格） （弊社規格）

外観灰白色ないし帯黄外観淡黄かっ色フレー
灰白色粉末 ク

融点 94℃以上 融点 80℃以上

灰分 0,3%以下 灰分 0.5%以下

水分 0,5%以下 水分 0,5%以下

粉末度全通 (149pm)
0,5%以下 (74/lffi 
残）

但し，これらのノクセラ
-CZ, MSA-Fの性状は以
前に紹介した”同性状をそ
れぞれ昭和49年6月およ＊

＊ぴ昭和44年7月に改正したものである，

明らかに差が認められるが， しかし表ー 5,加硫物引張

特性では差が認められない．

ノクセラーMSA(旧商品名，ノクセラー NOBS),NO-

BS Specialおよび NOBSNo. lの融点の違いによる加

硫挙動の差を黄海”が発表している． この結果から，ノ

クセラー MSAはNOBSSpecialゃ NOBSNo. lより

融点が高く， しかもノクセラー MSAはNOBSSpeaia1 

等よりもよりスコーチ安定性が良好である．

以上の結果とノクセラ— CZ,MSA 等のスルフェンア

ミド系促進剤の特徴の lつであるスコーチ安定性を考慮

すると，ノクセラー CZ,MSAの融点がスコーチ安定性

に大きな影響をもつことが考えられる．

1. CZの融点不良（弊社規格外）のものにつ

いての検討（その 1)

1-1 試料 融点〔℃〕

l) CZ (試作品 1) 粉末 93. O*" 

2) CZ (11 2) 11 93. O*" 

3) dz (11 3) 11 92. 5*" 

4) ノクセラー CZ-P 粉末にして使用 IOI. 2 

*')印融点不良

1-2 配合（純ゴム配合）

NR (R.S.S #1) 

ステアリン酸

亜鉛華

硫黄

試料 (CZ)

100 

I 
5 

2および3

0.5および l

CZの融点が弊社規格に対して不合格である試作品の 1-3 ムーニースコーチ試験

加硫挙動（ムーニースコーチ特性 [t5,知］を弊社製品， 試験条件： ML-I, 121°C その他は JISK 6300-'74に準

ノクセラー CZ-Pと比較検討した．その結果を表ー 1に 拠

示した．この結果から，ノクセラー cz.pとCZ(試作

品）間には，表ー lムーニースコーチ特性 [t.,知］で大

きな差が認められる．

MSA-Fの融点および水分が弊社規格に対して不合格

である試作品の加硫挙動（ムーニースコーチ特性 [a&,ta&] 

および加硫物引張特性）を弊社製品，ノクセラー MSA-F

と比較した、その結果を表ー4および表ー 5に示した．

これらの結果から，ノクセラー MSA-FとMSA-F (試

作品）間には，表ー 4' ムーニースコーチ特性 [t.,知］で

342 

要因と水準

要因

A (硫黄量） [PHR] 

B (試料の量） [PHR] 

C (試料）

水 準

A1 = 2 A,= 3 

B1 = 0.5 B2 = I 

C1=試作品 IC2 =試作品2
c.=試作品 3 C4=CZ-P 

(106) 



紹介

表一 l ムーニースコーチ特性 ML-I 121°C 

硫黄量試料特闊 試作品I.試作品 2試作品 3 CZ-P 
の量

[PHR] [PHR] 93, 0*2 93. 0*2'92, 5*., IOI. 2*2> l ('・23'15" ,,,, •• "'"" 26'20" 
0.5 l30 261 0011 241 5611 241 4011 281 4211 

2 { t 2415011 23'4111 2312011 26'3311 

I t35 26'3 I 11 25'13" 25'05" 28'20" l (,. 19'31" 20'13" 20'15" 23'05" 
0.5 t36 21'46" 22'30" 22'31" 25'06" 

3 { [6 21 / 3811 21 I 2211 20 I 1811 24 I 2011 

I t35 23'1211 ,2310011 2210011 2514611 

*2> Fil融点〔℃〕

表ー 2 特性値 (t5)についての分散分析表

2, MSA-Fの融点不良および水分不良のも

のについての検討

(S要ourc因e) 晨~ 変(s動) 分(V散) 分(F散o)化(P寄o[与%率]) 
A (硫黄量） I 104490.5 104490.5 111.6** 41.9 

B (試料の量） I 18700.5 18700.5 20.0** 7. 2 

C (試料） 3 114881. 2 38293. 7 40.9** 45.3 

AxB I 0.2△ 

Axe 3 3399. 7△ 

2-1 試料 融点〔℃〕 水分〔％〕 灰分〔％〕

BX C 3 3138. 7△ 

e (誤差） 3 2826. I△ -- --

T(計・) 15 247436. 9 100.0 

Lie IO 9364. 7 936. 5 5. 6 

△印プ ール

C (試料）のみについての信頼区間の推定
C1 (試作品 I) 22'1911士2711
C2 (II 2) 211 5311士2711

ら (II 3) 2113011士2711

C4 (CZ-P) 25'0411士2711

特性値 (ts)において CZ-Pと試作品間には大きな差有り

表ー 3 特性値 (tas)についての分散分析表

Source f s V F。 Po[%] 
”→  

A I 125316.0 125316.0 126.1** 51.9 

B I 1936.0△ 

C 3 103513.2 24504.4 34.7** 41.9 

AXB I 342.2△ 

Axe 3 4320.5△ 

BxC 3 

I) MSA-F(試作品） 75. 4~ 0. 54*3) o. 02 
85. 7*3) 

2) ノクセラーMSA-F86. 5~ 0. 06 0. 01 
88.0 

*3)融点不良および水分不良

2-2 配合

NR (R.S.S. #1) 

ステアリン酸

亜鉛華

HAFプラック

硫黄
試料 (MSA-F)

100 

3

5

 0

5

1

 

4

.

 

2
 

2-3 ムーニースコーチ試験
試験条件： ML-I 120℃ その他は JISK 6300-'74に

準拠

表ー 4 ムーニースコーチ特性

- 特性値
ヽ~ t, t 36 t』30

試料
,,、～ ＼ 

. 

1) MSA-F(試作品） 2313511 2715011 4'15" 

2) ノクセラー MSA-F 25'5011 3010311 が1311

2-4 加硫試験

試験条件： JIS K 6301-'75に準拠，加硫温度140℃

表ー 5 加硫物引張特性

加硫 Tn 
Modulus 

試 料時間 [kgf/ 。玩 [kgf/cm2] Hs 

〔分〕 cm門
〔la〕-~----. [JISA] 
100% 300% 500% 

3 
---

T 15 239757.7 100.0 

Je 11 10928. 5 993. 5 6. 3 

C (試料）のみについての信頼区間の推定
C1 (試作品 1) 2が2211士3011
C2 (II 2) 23 I 5511士3011

03 (11 3) 2313411土3011

04 (CZ-P) 26'5911士3011

特性値 (t..)において CZ-Pと試作品間には大きな差有

り

(107) 

MSA-F 10 310 610 23 122 251 61 

（試作品） 15 321 510 32 163 304 65 

20 288 480 33 161 66 

30 276 440 33 171 67 

ノクセラー 10 313 610 22 117 246 61 

MSA-F 15 3l3 540 31 157 292 65 

20 307 460 33 169 66 

30 297 450 35 171 67 
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